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日時：2016 年 10 月 7 日(金）～8日(土) 

場所：物性研究所本館 6階大講義室 

 

提案者：益田隆嗣（東大物性研）吉沢英樹（東大物性研）藤田全基（東北大学金研）武田全康（日本原子力研究機構） 

 

中性子散乱は、物質のミクロな構造とダイナミクスを直

接的に観測するプローブとして、物性科学の幅広い分野で

利用されている。2011 年 3 月の東日本大震災以後、研究

用原子炉 JRR-3 の運転は停止しているが、再稼働後の利

用再開に備えて、物性研とJAEAでは装置、安全制度の整

備を進めてきた。最近 JRR-3 の新規制基準への適合性の

目途がたち、2017 年度末に運転再開の見通しであること

が示された。そこで、運転再開後に最大限の科学的成果が

得られることを目的として、JRR-3 分光器群が切り開く

サイエンスを議論する場として ISSP ワークショップが開

催された。 

まず始めに、装置担当者から JRR-3 の三軸分光器の現

状について説明があった。炉室内分光器 PONTA と

TOPAN の偏極機能が強化されたこと、実験ホールの中性

子導管C1ラインが高度化されたこと、TAS-1では三次元

偏極解析が可能であること、などが説明された。今後の方

向性として、集光効率向上による従来型三軸分光器の改良、

極限試料環境の整備、次世代型三軸分光器の導入などが示

され、三軸分光器が必要であることが共通認識として確立

していることが確認された。 

次に、ユーザーから三軸分光器を利用した実験提案がな

された。偏極非弾性散乱を利用した電気マグノンの観測、

複合多極子モーメントを有する物質の磁気構造解析、鉄系

超伝導体のスピン揺動測定などについて提案された。また

ユーザーから施設への要望として、競争の激しい分野にお

けるスピード感のある課題実施が可能なシステムの構築、

極低温試料環境の充実、JRR-3 と J-PARC 間での放射化

試料の移動を可能とすること、などが挙げられた。また、

名古屋大学の佐藤正俊名誉教授から、中性子散乱を専門と

する PI を育てることの重要性が強調され、このためには

JRR-3 が自由に研究をすることが可能な施設であるべき

との指摘がなされた。 

装置担当者とユーザーからの提案を受けて全体討論が行

われた。チョッパー分光器の専門家から、J-PARC の装

置と比べて三軸分光器はフレキシビリティが高く改良がし

やすいこと、J-PARC は JRR-3 の稼働を前提として装置

の設計がなされていることが指摘され、今後も三軸分光器

は重要な装置であり続けることが強調された。一方、数多

く設置されている三軸分光器を現状の体制で進めるか、あ

るいは戦略的に整理するかの議論は必要との指摘もなされ

た。また、東北大学の遠藤康夫名誉教授から、競争力を増

すために新しい共同利用のあり方を考える時代に来ている、

との指摘がなされた。 

2 日目は、J-PARC、放射光、SR、計算機物質科学な

ど、JRR-3 と関連の深い施設・分野の研究者による講演

が行われた。J-PARC の研究者からは、米国オークリッ

ジの HFIR と SNS とが相補的に役割を果たすことで成果

をあげていることが説明され、日本では JRR-3 と J-

PARC の相補利用がカギとなることが指摘された。放射光

技術の進歩により、X 線磁気散乱によるΓ点近傍での磁気

励起測定や磁気構造解析が微小結晶で可能となっているこ

とが説明された。一方で、反強磁性ゾーンセンターのよう

にΓ点から離れた Q 空間での励起測定や、複雑な磁気構

造の精密決定には中性子散乱が有利であることも指摘され

た。計算機科学の研究者から、物性研では実験家にやさし

いソフトウェアの開発が行われており、中性子スペクトル

解析にも積極的に利用されることが提案された。SR の

専門家からは、中性子との協力関係の構築のために両方の

プローブを見渡せる人材の育成が急務であり、マルチプ

ローブを利用することを強く促すシステムの構築の重要性

が指摘された。東北大では、単独の研究室による装置の維

持管理が難しくなってきており、中性子物質材料研究セン

ターを立ち上げて共同運営体制を取っていることが説明さ

れた。 

パネルディスカッションでは、JRR-3 の将来計画策定

について議論された。JAEA の研究者から、JAEA と物性

研間の覚書の下にある JRR-3 中性子ビーム利用推進委員

会により将来計画が検討されていることが説明された。

ISSP ワークショップ 

磁性・強相関電子系分野の中性子散乱研究の新展開
～JRR-3 再稼働を見据えて～ 
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JRR-3 の必要性を十分に議論した上で、物性研、JAEA

研究炉部、東北大が協力的にワーキンググループを作る必

要があるとの指摘がなされた。三軸分光器の性能向上が見

込めることから、JRR-3 の積極的利用のための将来計画

ワーキンググループを作るべき、との指摘がなされた。ま

た、現状に即した課題申請、実験受け入れ態勢、共同利用

体制の見直しも必要であろうとの指摘もなされた。共同利

用のあり方の見直しについては、人的資源の不足を補うた

めに外部の協力が不可欠であること、JAEA と物性研の組

織の壁を取り除くことを検討すべきである、などの意見が

出された。 

最後の総括では、KEK 物質構造研究所所長の山田和芳

氏から、パルス中性子と定常中性子の相補利用により研究

成果の最大化サイクルを回すことが重要である、とのコメ 

ントがなされた。J-PARC センターMLF ディビジョン長

の金谷利治氏からは、J-PARC と JRR-3 の間では試料環

境、試料、人的交流などの流動性を持たせることが大切で

ある、とのコメントがなされた。 

 参加者数は 1 日目が 64 名、2 日目が 49 名であった。国

内の主だった三軸分光器研究者、JRR-3 と関連の深い施

設・分野の研究者による活発な議論が行われ、三軸分光器

の重要性が再確認された。また JRR-3 将来計画のワーキ

ンググループの策定が提案された。 

参加者の方々には、連休と重なる日程であったにも拘わ

らず多数の方々にご出席いただいたことに、厚くお礼申し

上げる。最後に、この研究会の運営に携わった中性子科学

研究施設の事務・技術補佐員、学生、スタッフにもお礼を

申し上げる。 

 

 

 

 

プ ロ グ ラ ム 

 

10 月 7 日 

13：00 施設長挨拶 柴山 充弘 

セッション 1 装置の高度化、装置担当者からの研究提案 座長 藤田 

13：05  益田 隆嗣 東大物性研  「物性研三軸分光器の今後の方向性」 

13：30  佐藤   卓 東北大  「原子炉中性子源における非弾性散乱研究の最近の展開」 

13：55  金子 耕士 JAEA  「原子力機構三軸分光器群の展望と試料環境」 

セッション 2 利用者からの装置に対する研究提案（1） 

14：20  有馬 孝尚 東大新領域  「偏極非弾性散乱の意義：電気マグノンを例に」 

14：50  木村 健太 大阪大  「特異な結晶構造を持つ磁性体の開拓と新奇量子磁性・電気磁気特性の探索」 

休憩 15：15－15：25 

セッション 2 利用者からの装置に対する研究提案（2） 座長 益田 

15：25  李  哲虎 産総研  「鉄系超伝導体のスピン揺動」 
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15：45  山浦 淳一 東工大  「X 線、中性子、ミュオンを協奏的に利用した物性研究-鉄系超伝導体を中心に」 

16：05  目時 直人 JAEA  「磁性・強相関電子系分野における四軸自由度の導入」 

16：20  安井 幸夫 明治大  「パイロクロア酸化物の磁気ダイナミクス」 

16：40  佐藤 正俊 名古屋大  「三号炉での研究進展に対する期待」 

休憩 17：05－17：20 

セッション 3 全体討議 座長 吉沢 

17：20 セッション 1、2 の講演・議論に関する全体討議 

コメント  遠藤 康夫 

 

10 月 8 日 

セッション 4 他施設、他の量子ビーム、計算物質科学との関係 座長 佐藤卓 

9：00  梶本 亮一 J-PARC  「パルス中性子源と定常中性子源の相補利用とその現状」 

9：20  石井 賢司 SPring8  「放射光共鳴非弾性 X 線散乱によるスピン・電荷励起」 

9：40  和達 大樹 東大物性研  「放射光共鳴軟 X 線散乱で見た遷移金属酸化物の新しい磁気秩序」 

10：00  加藤 岳生 東大物性研  「磁性体・強相関電子系の数値計算アプリケーションの現状」 

10：20  髭本   亘 JAEA  「ミュオン実験から見た中性子との相補性」 

10：40  門野 良典 KEK  「中性子散乱研究への期待―マルチプローブ研究の視点から」 

11：00  藤田 全基 東北大  「中性子物性研究新時代へ」 

休憩 11：20－11：35 

セッション 5 パネルディスカッション 司会 益田 

11：35  JRR-3 での研究推進に向けた将来計画策定について 

セッション 6 総括 

12：05  山田 和芳 

12：15  金谷 利治 

12：25  おわりに 
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